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　W．子見鐵しに敗訂が超えられているもの
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十、終わ鯵に

一、はじめに

　井上哲次露の野訂増英華手輿選lilでは底本であるPプシャイドの慶英華字

典遜121の訳語について、おおまかに分けて次の懸つの面で改訂を施している。

　・訳語の灘滅：訳語の一部または全編が本来蝿癒していた英認のところがら

　　　　　　　　外されたもの。これに関してはすでに擁稿（舞§9a）で考察

　　　　　　　　してみたむ

　・訳語の修訂1本来の訳語についての改訂。その内、「符号に関わる訳語の

　　　　　　　　修訂」、「字擁護の変更による訳語の修論「猛、野講義語・類義語の

　　　　　　　　入れ替えによる訳語の修訂玉「訳語の修訂ミス雌に関しては

　　　　　　　　すでに継穂（欝§％、臆総＆、b、c）で考察してみた。

　・訳語の新設1底本では訳語がなかった発悲し譲及び子見難しの英語に訂増

　　　　　　　　蔽で擁めて訳議を付けたもの。

　・訳語の増補1底本の訳語の上に新たな訳語を補充したもの。

　上に挙げた項目はいずれも英語の訂増とは関連しないものだが、英語の訂増

1こ痒う訳語の改訂としては次のようなパターンがある。

　・英語の灘除1底本にあった見当し語または子見出しの英誘が麟絵され、そ

　　　　　　　　れに搾って封癒していた訳語も一緒に離縁されている。

　・英語の修訂：底本にあった見議し語または子見鐵しの英語が修訂され、そ

　　　　　　　　れに伴って誤認が修訂されている。
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　・英語の新設：底本になかった見出し藷または小見鎖しの英語を訂増版で新

　　　　　　　　たに増補し、それに鐸って蝿癒する訳語も新たに付けられて

　　　　　　　　いる。

　本稿では井上哲次郎のゼ訂増英華字典盤における訳藷の修訂の全容を解隣す

る一環として、訳語の訂癒について考察してみたい。ただし、下記のものはす

でに飽の播稿で考察済みなので、本稿では取りあげないことにする。

　・謙譲が重複しているため、一方が単に麟除されたもの

　・符号の修訂に伴う訳語の訂歪

　・字ll覆の変更1こよる訳言吾の言下正

　・羅義語・類義語の入れ替えによる訳語の訂正、

　なお、各項藪の見出し語の後に品詞を｛廓ナるが、それらは全藻訂増版に縫っ

ている畠

二、訳語の修訂

　井上哲次郎の『訂増英華字典藩で、底本であるPブシャイドの郵英華字典遺

の訳語のミスに対して訂歪を行ったものがある。奉稿ではそれらについて考察

してみる。項霧によっては訂正されている訳語以外に、さらに複数の訳語が付

いているケースも多くあるが、紙鑛の舗限があるため、本稿では纒騨の項目を

線いて、すべて訂正された訳語だけを英語の後1こヂ底本の訳語⇒訂増飯の訳

語」の形で提示する。なお、必要によって訳語全般を撰示する場合は、修訂さ

れている訳語にアンダーラインを付して示す。

　亜．見出し語の部分

　この部分では見鐵しの英語に対応している訳語の訂正であるが、訳語が対癒

している見出しの特徴から、さらに「見鐵し語が共通しているもの」とヂ見出

し語に改訂が換えられているもの」に分類することにした。
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　　a．見怨し語が共還しているもの

　次の麦～鰺番はいずれも訳藷が簿癒している見出し語が底本と訂増版におい

て共選しているものである。ここでは各項欝を「見鐵し語、品詞、底本の訳語

⇒訂増版の訳語韮の彫で提示する。

i．Asse曲le，V．も、or量．講會⇒嚢愈

　匿漢讃大詞典溝によれば、「議會」は髪友人などが悪盛りのための集ま制

であると記してある。これは英語「Asse獄も至ejとは意味上のずれがある。こ

れを訂増藪で「聚敏涯の意殊である「嚢會」に誕歪している。

2．Be滋，写．t．or童、琢，栂。⇒琢，観

　底本の訳語「琢葺は置漢語大字典遼、ζ大湊驚辮輿講のいずれにおいても確認

できない。これはおそらく一般的に硬絹されていない言葉であろう。そのため、

詩壇版で野琢豊に修訂したものと患われ，る。「琢」にはε撃つ涯　という意味が

ある。また、底本の訳語陣雄は英語「Be農場とは意味上簿の騨わりもなも㌔

訂増版でそれを英語に繋応ずるように酵誕に訂正している。「材」には「ぶ

つける涯、「撃つ墜などの意殊がある。

3．Cow耀電磁，獄．蒲公葵⇒蒲公英

　『漢語大詞典選に「蒲公英」は載っているものの、「蒲公葵i墜は確認できな

い。また、揮現代漢誘講典麟においても瞬様である。したがって、底本の訳藷

「蒲公葵涯を聡違いとして掃い、本稿で取鯵あげることにした。

4、D鷲滋も一誌ow，簸．音會⇒繕會

　［蓄雄には英議羅簸盤虜に関わる悪辣がない。訂増版でこれを「癒珪に訂

正している。「療涯には「唖］の意味があり、英藷「磁難題と意味上の繋癒を

成している。

5．猛x琶齢，即．灘賭⇒灘樋
　　「流聾者3は「流れ趨るもの雲という愚妹になる。それに薄して、「流鐵過3

は「流れ串たまという意辣で、「流れ出る」という状態の完了または過去を表

す。英語「奮x慧6e4」との対癒から見て、底本の訳議ヂ流鐵者］は適切さが欠
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けている。そのため、訂増級でそれを「流超過達に修訂したものと思われる。

6．Fiss童舞4，a．又雛的⇒叉難的

　この項は実質上「又」とヂ叉」の入れ替えとなっている。「又」には英語

鞍懸s恥磁」に纏わる意殊がない。「叉」には「分かれ枝］の意味があり、欝増

版の訳語「叉誕的」のほうが英語「Fiss主脚虜と意味上の対慈を成している。

7．Ha澱搬群，v．t．鍛⇒鍛

　匿漢議大字典遜によれば、「鍛藩は「鍾鍛」のことで、彰頸を保護する鎧」で

あると記してある。邸ち、英藷「葺＆灘贈雛とは意味上対籍していないのであ

る。そのため、言下増藪で「鍛」に修言了したものと患われる。ヂ鍛」に縁「金鎚

で打つ」という意味があり、英藷と愚昧上対癒している。

8．H膿毛，且．控嶽者⇒打雛

　「R臓趨が名詞として綾羅される際、「狩りをすること」という意蘇はある

が、「狩人3の意彗来毒こはならない。　しかし、庭i本の訳妻吾「打懸者」　は紅狩人雌

の意味にも取れる。そのため、慕増蔽で「者」を麟鞣し、訳語を「打強韮に修

訂したものと思われる。「打縫」は動議としても使絹されるし、また名詞とし

て使驚されることもある。

9．Hy夢。艶照se，H即。嶺e灘sε，登．縞⇒弦

　ζ漢語大字典壌によれば、「弦」は数学名詞で、中国古代では不等騰壷角三

角形の中で塵角に肉かっている辺を害うと記してある。また・置瞬治窃類にお

ける東京数学会社の訳語会の記事雌によれば、瞬治総軍簸鍔欝欝の数学訳議会

で23の訳語が議決されるが、その申にヂ狂y欝蕊e磁sε　玄　斜辺」が含まれて

いる｛3／。しかし、ここでも「精」は確認できない。したがって、底本の訳語

「精涯は聞違いであると見るべきであろう。訂増版では底本のミスを訂麗する

ため、訳藷を「弦31こ修訂したものと思われる。ちなみに、現代中蜜語でも

ド弦」が綾絹されている。

鰺．王畿e至重iぎ鱗t，食．哲⇒哲

　底本の訳語ヂ哲」はぜ漢語大字典董、ゼ大湊報辮樊籬において確認できなも、。
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これはおそらく一般的に綾絹されていない番葉であろう。そのため．誇増版で

「哲」に訂正したものと患われる。「哲」には「明智」、5賢明」などの意味があ

り、英語薩猛母振鉾蕊」と意辣上の端紅を成している。

蓑．1rr漉膿醜，a．支購⇒支離

　底本の訳語葬支購」はぜ漢誇大講典遜、ζ大湊秘僻典墨では確認できない。こ

れはおそらく一般的に使絹されていない言葉であろう。そのため、訂増飯でそ

れを「支離」1こ修訂したものと患われる。「支離」には「分散、分裂」などの

意練があり、英語「王rrei解織募と意秣上輯癒している。

i2．欝欝，簸．貌聲⇒麩聲

　底本の訳護吾「貌聲」が英藷「P鞍幻と意味上の纏わりがない。そのため、訂

増版でそれを紅麩聲諜に修訂したものと思われる。

欝．S薇oi豊ast，捻．解書者，者書考，労講註，鐸義者。⇒解書者，謹書者，勇

　談註者，繹義者。

　まず、ヂ者書者」から「謹書者」への修訂であるが、「者3には新著」と瞬じ

意練で使屠されることがある。その意鞍を叢れば、郭者書者」が作者という意

味になる。しかし、対慈する英語「S畿ol量麗tJは作者を指すのではなく、あ

る本についての注釈を指すものである。そのため、訂増版で野老書者」を「註

害者3に修訂したものと患われる。

　次に、「勇議註」から「労講註者」への修訂であるが、これは縫の訳語がい

ずれも碧～者」の形になっているのに、「労講註」だけが「者」が付いていな

い。そのため、訂増版で「勢講読者」に修整したものと患われる。この鰹「～

者豊は「事物を表す」意味で捉えるべきであろう。したがって、「野講註」か

ら「労談叢者」への修訂は本稿で対象にしている訳語の訂正の類1こは入らない。

圭4．S囎癖cio麗麗ss，登、好猿鍵者⇒好獲疑者

　この項は実質上「磯ゴと「疑葺の入れ替えとなっている。底本のほうの「制

には英認「S総麺沁総総ss」に間わる意味がない。そのため、毒増版で「疑」

に修訂したものと患われる。罫漢語大談典遜によれば、「獲疑」にはジ疑う雛と
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いう意味があり、護増版の訳語「好鶴疑者涯が英藷給器瞬。沁総総s轟と意味

上の対慈を成している。

蔦．晦盤童謡，＆．不考⇒不孝

　英語「U註欝屈」との嬉嬉から見て、底本の訳語ゼ不考涯が聡らかに間違い

であ鯵、訂増版の訳語「不孝」が適窮である。

絡．Verむos8，a．謬⇒罐

　底本の訳藷「謬韮は置漢語大字典遜、ゼ大湊鞍辮典誰のいずれにおいても確認

できない。これはおそらく一般的萎こ綾絹されていない言葉であろう。そのため・

訂増版で「艦涯に修訂したものと患われる。「艦」はぜ多くものを言う匪とい

う意殊である。

i？．W醜，v、1．撹⇒総

　底本の訳語「税」は『漢語大字典虚、揮天漢秘露典選で確認できない。これは

おそらく一般的に使購されていない書葉であろう。そのため、訂増蔽「総」に

修訂したものと患われる。野総」はド歩く」という意味である。

茎8．　蒐駆e＆ry，a．蟹　⇒　蟹

　底本の訳語「蟹涯はゼ漢語大字典選、罫大渡秘露典墨の継ずれにおいても確認

できない。これはおそらく一般的に綾絹されていない言葉であろう。そのため、

訂増飯野蟹珪に修訂したものと思われる。「蟹」には「疲れる」という意蘇が

ある。，

　　§．見鐵し語に改訂が無えられているもの

　この暮暮分には次のi美嚢しかない。

i、（底本〉Co纏難継紙，（訂増版〉Co一籔欝欝批，焦齢功⇒鯨切

　ζ漢語大調薬葺では「齢瑚と職窮豊の両方を収録してあるが、「鯨功」

は「空いている暗闘」の意味だと記しており、数学に関わる意殊は確認できな

い。一方、「齢切遜のほうは、数学の三角法の購語として解綬され、数学式ま

で縫示してある。また、ゼ明治初期における東京数学会社の訳語会の記事郵こ
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行政縫会論集　第諺拳　第4弩

よれば、明治葺年2月2獲の数学訳語会で詑の訳藷が議決されるが、その中に

rCo捻登εe醜　輪切」が含まれている韓1。しかし、「齢窮達は確認できない。し

一たがって、底本の誤認「蝕功］は幾違いであると見るべきであろう。訂増鰻で

は底本のミスを訂歪するため、訳語を「輪切j　lこ修訂したものと思われる。ち

なみに、現代中鑛語でも「鯵切まが使罵されている。

　慧．子見出しの部分

　この翻分では子見越しの英語に対応している訳語の訂正になるが、訳語が麟

癒している子晃鐵しの特律婁から、さらにギ子見出しが共通するもの垂と紅子晃

癒しに改訂が擁えられているもの」に分類することにした。

　　a．子見出しが共還するもの

　次のi～鱒番はいずれも訳語が難癒している子晃議しの英語が底本と訂増版

において共通しているものである。ここでは各項§を「髭鐡し誘、品詞、子箆

超しの英語、底本の訳語⇒訂増版の訳語雄の形で提示する。

工．A藝st鍵琶e，v．t．も。蟻麗。至e錨、抹乾浄，斌乾．抹乾浄。⇒嫁乾．拭乾，

　抹乾浄。

　底本では譲藷ヂ抹乾浄」が重複している。そのため諺増版で前のほうの「抹

乾浄」を「抹乾猛に修訂したものと患われる。

2．Aδ綴ε，＆、＆6礎e　e9冨s．軟完登，無精蛋，簸。⇒軟売蛋1，無耀蛋．嫉。

　ゼ武漢秘辮典盤によれば、「売」は「蛮」の酪字である。したがって、底本

の訳語「軟売蛋3が愚妹不明な表現である。そのため、訂増版で彩軟兜蟹3に

修訂したものと患われる。なお、「蛋ゴは野蚕］の鷺違いであ鯵、「綴垂は「簸」

の闘違いであると患われるが、訂増版でそのまま継承している。いずれも字体

が類撤しているため、底本で麟違っているだろうし、また瞬じ理由で訂増版で

舞，落としたものと思われる。

3．A6魂atio簸，簸．も。　ser畷e妙盤滋t催。登e、晦鋸奉承⇒購嬉奉承

　ゼ漢讃大詞典露に「簿婚3が叡録されておむ、それは「瞬換奉承藁（人に鰭
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井上哲次鶴の密計増英華字典遼に於ける訳語の修訂についての考察（V）（金敬錐〉

ぴへつらうためにお盤辞を言うこと）の意妹だと記してある。このような意駿

を表堤するのに甲羅語で「晦鑓」は綾羅されない。

透．A豊里・y，V．t、t。麟聯。r鵬t醜y搬ixt騰」轟⇒｝鈎低

　広東語で「纒」は「混ぜる」という意蘇なので、底本の談議「鎚」は英語の

「醗雛撫r趨の部分だけに対応していることになる。訂増蔽では、訳語を英藷

琵G　reδ魏ce　or＆もa艶by醸x籔r麟全体に蠕劔させるため、「遜勾｛藪」に修訂

したものと患われる。ヂ勾」には「引く、取1り消す」などの意味があるので、

「勾抵」を弩蚤くする」という意味に解頼できるだろう。

5．Art塗eε，資．to嶺e＆t　t魏圭g簸○鍛魏もy（c茎e鷲r）art塗£es、以術愚人⇒

　以術数驕．態、人

　底本の訳語「以講愚人」は「擁かのわざで人をバカにする謡という愚妹であ

る。これだと英語の「磁鍛岩の意味が明白に表現されていない。そのため、

諺増版で「磁綴娼に端癒する言葉「歎騒珪を補い、訳語を「以術歎騒愚人藩

に修書下したものと、懇、われ、る。

6．Asce簸遷，翠．も．or墨、to＆scε撮媛ぎ鼓敏ees．遷干喬木・⇒選手喬木

　分詞「干」には、動轄・行為が行われる地点を導く購法がある。訳語が対癒

している英語「ね麗。8雌娠麟treεs」から見て、分詞「干」を綾絹するべき

だが、底本では「干」となっている。それを訂増蔽で「干」に訂正している。

7．艶麟，登．誌a撮。∫a曲醸．捲線⇒簸線

　　ζ漢語大詞典藷、ゼ大漢秘辮典遜のいずれにおいても「施線」は確認できない。

しかし、「捲線」を「線を引っ張る」または「韓かを引っ張るのに使零する線」

と解釈できるだろう。それにしても、これは英語餓捻総。ξ3w論e葺との

雄癒が威されていない。そのため、訂増藪で「簸線」に修訂したものと患われ

る．「簸線」も『漢語大詞典遜、置大湊穂辮藁葺などにおいて確認できないが、

「簸涯には「ものを縛るのに使零する環燵という意味があるので、「簸線涯は類

義藷の績み合わせでできた言葉となる。したがって、訂増版の訳語「簸線3が

英認臨搬翻。ぞ＆w魏e嚢と愚妹上の対応を成している。
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8．B霞s藪εt，簸、a幡衰e冒orr量ce、篶⇒簿

　底本の誤認「嵩」はぜ漢語大字典遜、ぎ漢語大調薬藩、ゼ大漢穂辮輿雲のいずれ

においても確認できない。これはおそらく一般的に使醗されても・ない言葉であ

ろうg訂増版ではそれを「籏31こ修訂している。罫漢語大字典盤によれば、「簿」

は「小さくて高い形をした筐」である。

9．Be簸εvo至磯。8，盆．L搬エtsz　co益v喫sεδi詫t垂εo簸もe途evo至e登ce＆簸δ錘s綬。8．

　老子之小仁義⇒老子之言小仁義

　底本の訳語では「co簸verse撰の藻分が按けており、「老子之小仁義」では意

味が不明である。そのため、訂増蔽で昆。即鍵se壌の部分の意妹であるヂ書」

を補い、「老子之言承仁義涯に修訂したものと患われる。

欝．Braw簸，登、譲e董翼＆w簸獲麟sc艶s　o£む董麹＆r獲．手風硬健⇒手紙硬健

　「厭」には「人、鳥、獣の是繕、または紙」の意味がある。また、ゼ漢語大

調薬遜によれば、浮碗は「捲、厭」などの意殊があると記してある。鄭ち、

野手凧」は英語の臨r灘」の部分に意辣上蝿癒している。しかし、底本のほう

のε手懸」は英議との対慈どころか、中蟹語聾体が意練不墾な表現となってい

るo

iL　Bri箆琴，v．t．七〇セ｝r坐雛9｛圭ow董｝縫驚夢rice．減舞省｛蟹⇒滅省贋

　ゼ漢認大字樊籬によれば、「略」は「賑をつぐむ、書をっっしむ」の意味だ

と記してある。したがって、ヂ滅嗜」という表現があ鯵得ない。それに対して

彩減省涯は葬減らす」という意妹なので、訂増版の訳語葬滅省蟹猛のほうが英

語と意味上の薄慈を成している。

鴛．B疑凱，v．t．七〇co登鎌驚e顧癒鍬e．焼，焚，火焚，火焼，火乾．燃焼，然，

　爽然，樵，燥，熱礁，熾，灼，盆，蜷．磁，輝，礫，爆，爆，嬉，埠，燵，

　罐．謬，綾，鰍，驚。⇒焼，焚，火焚，火焼，火乾，燃焼，然，火然，蕪，

　礫，熱燦，織，灼，食，矯，蟻，輝，礫，鑑，慶，嬉，緯，鷺，繕，暦，竣，

　鍛，熔。

　底本の訳語「鐵3はゼ漢語大字典誰、ゼ漢議大詞典選、ゼ大湊穂欝典邊のいずれ
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井上哲次郎の『訂増英華字典遜に於ける談話の修訂についての考察（V〉（金敬雄）

においても確認できない。これはおそらく一般的に綾羅されていない言葉であ

ろう。そのため、訂増版で「巌」を「鐵」に修訂したものと患われる。「巌ま

は「焼く」という意秣であり、英語「船CG登鎌獲e、綾撫負r¢」と意蘇上端癒

している。

　なお、「燐」と「騰」は類義藷であり、すでに織稿（2総§も）で触れた。ま

た、「爆」から「鍵」への修訂は、霞増簸の修紅ミスである。

捻．B就，鞍鐵、儲co癖．簸。嶽塗g馳t　a　sc膿tc熱不遜擁爆⇒不遇撚擾

　底本のほうの「撮」はヂ引く」、「打つ」という意味であり、訳語「不遇擁壁鍵

が英語脹。癒塗g醸も＆scr就。墾ユとの鰐癒を成していない。そのため、訂増

額で訳語を「不遜撫掻」に修訂したものと患われる。「撚まには「引っかく」

という意味があるので、訂増版の訳語「不遇擁損」のほうが英藷晦。癒撫ぎ

甑も＆sc賑t磁」と愚妹上対応している。

i4．C獅一越e簸，段．糠む七e4．頭⇒低頭

　底本の訳語「頭重だけでは英語「δε斡。艶虜と意辣上の対癖が絞されていな

い。そのため、欝増版でそれを「低頭窪に修鬱したものと患われる。「低頭涯

は「頭をたれる」の意味なので、英語醸e診cte撰と意辣上対癒している。

i5．C。1至漉，V．重．沁str勲・口細購餓ste朧・癒erj勝⇒穆撤

　「徴蓬は酊漢語大字典壽、翻漢語大調薬藩、郭大漢和欝典遜のいずれにおいても

確認できない。これはおそらく一般的に使霧されていない書葉であろう。その

ため、訂増版で「微」に修訂したものと患われる。夢撤」には「持ち上げる、

攻酪する」などの意味があむ、訳語「繕撤」が英認「沁Sもr歓e　or6a誌

a騨塗ste＆磁。犠8雛と意鞍上対憲している。

鰺．C。灘蓑9，瀞r、str融9Gr6紬至論9＆9＆宝籤st、相撤⇒相鍬

　上の懇番と瞬檬である。

茎7．C嚥騨圭。簸，貸、ag・Gδc・騨麟・捻．幣嗣｛獣麩。⇒曙好講鰍憂

　塞。

　底本の訳藷「撰友」が英語「a　goo透co雛馨滋。癒とは反対の意妹である。

一ii一
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訂増版でそれを「好友」に訂証している。ところが、底本の訳藷「悪好縫獰猛

も「擾友」と同じケースだが、これは訂増版でそのまま纒承している。

鰺．Cor韓le醜，a．sto滋，fat．灘大，麗臆，肥躰，航麟，腰腰，醸大，騰湛，

　駿。⇒聡大，肥灘，麗群，航騰，嬢瞬，硬大，騒騒，灘欝，麗紡，膜。

　この項の申に、「腰縷」から「藤鋒」への修訂があるが、これを瞬義語の入

れ替えとして擾い、すでに雛稿（臆倉§も）で簸れている。本稿では「鋒紅」か

らr鋒紅」への修訂に涯§して再度取穆上げることにした。底本の訳語ε鋒騒」

の際靱は「腫れ上がる垂という悪辣であり、訳語「鋒縫」が英語総も。厩，

餓」とは意味上のずれがある。そのため、海増版で「鋒騒」に修訂したもの

と思われる。匿漢語大字典醤によれば、「瞬紅」は「麗えていて、大きい」とい

う意練である。

　なお、訂増蔽のほうの訳語「総絆，聡紡3は訂増版で新たに増補したもので

ある。

欝．Crac躍，聾．Gra、b簸rstors錘t、撤琢⇒鍬浜

　「撤］とr鍬諜は上の蔦番で遽べた通蓼である己また、「螺」にはヂ裂く」

という意殊がある。したがって、訂増版の訳語「撚爆3は葬裂くようにするゴ

という意味にな鯵、英語「擁器t鍵s夢猛」に対癒している。

籔（底本の晃超し語）C朧”・嘱ey，（訂増版の見鐵し諭C賢rry，C膿y

　至｝OW（艶r，簸．C疑rザy　s＆慧ce．疇馨哩　⇒　鐸撫哩醤

　底本の訳藷ヂ嚇哩」では、「sa殺。縷の悪辣が薮拶ている。訂増版では「晦鰹」

を「嚇曜醤」に修訂することで、その蔀分を補っている。

2i．｛》eaδ，a．a曲＆虚ree．結綴，懸，櫨。⇒枯樹．機．瀬。

　「枯涯は「木の名」、または「あてぎ」の意味である。したがって、底本の

訳語「鰭繕3が英語懇曲磁七re虜と意鎌上趨癒していない。諺増藪ではそ

れを「＆農ε叙重tree」に対臨させるために「建…樹」に修訂したものと患われる。

　また、底本の訳認「構」は野漢語大字典選、ゼ漢語大調薬選、慶大漢穂欝輿選の

いずれにおいても確認できない。これはおそらく一般的に痩爾されていない言

　　　　　　　　　　　　　　　一麦2一



井上誓次編の『訂塔英華字典雲に於ける讃藷の修訂についての考察（V〉（金敬雄）

葉：であろう。そのため、訂増版で「機葺に修証したものと患われる¢「機」は

「立ち枯れの木ユという意辣である。

22．躍＆r，資、號eig臨。鉱醸恕．八開村塗窃⇒ノ騰△塞

　英語の「e壌魏嬉の部分から見て、底本の訳語「九分」が明らかに闘違いで

ある。訂増版ではそれを英語に封慈させて「八分」に惹達している。

23．雛ect麟y，a6v．融e餐ecも、鰭稔繊勢鍼観有髄・⇒有

　鷹騎．，有成功，鷲成功，有形穀。

　まず、「有形蓬」から「有形敦涯への修訂を見たい。対癒している英語「憾盛

e£艶ε雛から見て、「有影蓬」は明らかに不適燐である。そのため、訂増版で英

語に対遜させるため、響有影致」に修訂したものと慰、われる。

　次はr有成鼓」から「有成功」への修訂だが、この2藷は類義語であり、ど

ちらも英護「wi嬢eぞξe蕊」と意妹上封臨している。ところが、この修訂の結

果、訂増版の訳語には「；薄成功葺が二つとなり、不自然な形となっている。灘

ち、この修訂は訂増額の修訂ミスと見るべきである。したがって、「有減数」

から紅有成功3への修欝は本稿で対象にしている訳語の訂鑑の類には入らない。

24．鷺溝3c捻te6，聾．or段．le鍛．審蕎：⇒欝欝

　底本の訳語「轡塞はζ漢語大字典遜、ゼ漢語大詞典象ゼ天漢憩辮典選のいずれ

においても確認できない。これはおそらく一般的に綾絹されていない書葉であ

ろう．訂増額ではそれを「禽葺で入れ替え、訳語をド縫鍵3に修訂している。

瞬翻は曖慧ている様劉という意味であり、英語ri鰹達と意陳上対癒

している。

25．F玉r琶，R．sig醸ξ1re．燐纒⇒蜂纒

　底本のほうのド鋒盛はゼ漢語大字典選、『漢誇大詞典玄甕大漢秘欝典遷のいず

れにおいても縫認できない。これはおそらく…般的に綾羅されていない言葉で

あろう、訂増版ではそれを「蜂ゴで入れ替え・訳語を野軽羅」に修訂している。

ε蜂燧］は「のろし」という意味であり、英語「s墨継a豆飯纏と愚昧上対癒し

ているα
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2暮．盤段驚灘er，輪，to紘灘搬鍵a掃海rge．鎚鍛⇒鎚鍛

　この項では実質上「鍛」とヂ鍛まの入れ替えとなっている。「鍛」と「鍛］

の違いに麗しては、上の「二・レa」の7番で述べているので、そちらを参

窯されたい。底本の訳語「鎚鍛」を強いて解釈すれば、「鎧を製造する」とい

う意彗豪1こなるであろう。　しかし、これでは英語「to難＆溢灘eぎ議鍛（i｛orgε」と

は意彗朱一とのずれがあるゆ…一方、ゼ漢藷大講糞垂によれば、訂増鯵～の訳藷ジ鎚鍛」

は葬金槌で打つ」という意味だと記してお鯵、英語臨。盈鐙艶er＆総髭rεe」

と意殊上端癒している。

27．Hε編，難．旗e艶艶。蜜も魏麟綴．火熱⇒心熱

　底本の訳語「火熱」は単に「たいへん熱い」という意殊なので、英語「t艶

搬盗燐の意殊が抜けている。そのため、訂増飯で「火熱蕪をゼ心熱」に修訂

したものと悪．われるむ

28．擁麟atio簸，嚢．餓se童職漁t翻、擁邊⇒護甕

　底本のほうの「極3はゼ漢語大字典蓋、箪漢語大講典講、罫大湊報辮典馨のいず

れにおいても確認できない。これはおそらく一般的に使爾されていない言葉で

あろう。訂増版ではそれを紅謹3で入れ替え、訳語をヂ護握」に修訂している。

「護翻は「無実の罪をでっち上げてかぶせる」という意味であむ、英語「盤sε

臨韓もatめ擁と意味上端癒している。

2§ほ脚ecも，v．t．も。塗s夢e蕊麟醸81y．観⇒耀

　底本の訳譲「駿」はぜ漢語大字典選、慶大漢麹辮典露などでは確認できない。

これはおそらく一般的に使繕されていない言葉であろう。そのため、簿増版で

それを「観」に修訂したものと患われる。「駿」には「見る」という意殊があ

り、英藷舞。塗s脚蕊驚塗就8鞭」と意殊上対応していると言えるであろう。

総．凝議t，v．t．も。搬a短恥滋6．鍛錬⇒鍛錬

　ゼ漢藷大字奥書によれば、「鍛涯は「鍛」の誤字である。そのため、訂増版

で訳読「鍛錬3を「鍛錬」に修訂したものと患われる。

3i．Nar薪ow，＆、a数段rrow　p＆ss、駿聡，陵総，寒熱，雍嚢交。⇒狭隘，鋏黙，
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井上哲次蜘瞭増英華字鰹1こ於騒藷礎譲こついての考烈V涙金雛）

　窄陰，魔鞍。

　置漢語大字薬毒によれば、ヂ鍍」は地名と苗字に綾絹されるものである。そ

れに対して、r眺1証輿・」、紬劉の悪辣であると記してある・底本では

認識こ験」を鯉しているが、こ栃は職」蠣違いであろう・款・底

本では訳藷「陵聡」を二つ使零している。そのため、壽増版で離のほうを「錬

翻に1翻し、その次の醸翻は職翻に修訊た紛と思われる・さら

に「魔陵雲もr魔鞍」に修訂している0

32．Pr縦，資、＆曲8εt融琶冠・rc・ギrect油．稿⇒稿

　「鶴」には「枯れ木」、「死ぬ」などの意殊があ甑英藷「a曲e航t誼e簸艶r

corre蕊沁難」に関わる意殊がない。そのため、言下増版で「穣涯に修訂したもの

と思われる．新稿」には「詩文、麟癒の下書き」という意蘇がある。ちなみに

「櫨」と「稿」は其にゼ枯れ木塞という意味があり、その点では講義語である。

33．　Pr（）oぞ，登、toも＆袈e＆∫｝rGOギ。玄．多丁櫨・⇒妻f稿

　「橘」と「稿葺の意味は上の32番で述べた遜りである。また、謬漢語大詞典遜

には瞬微力蝦録して納、騎文を｛乍る鋤下書き」だと記してある・し

かし、底本の訳語「打橋葺は確認できない。また、「幅猛の意練から見て、「打

嬉垂は英語琵。譲短a置oo£o臼の訳語にはなれなも、。

34．Psaiter，R．t蓋eもG磁・俘s＆茎鵬聖詩⇒聖詩之書

　底本の藷陛麹では英語のr曲も・G麹」の意嚇嗾けている・訂増級

ではそれを補誓＼訳語を「聖詩之書」に謬姦している。

35．s鞍ai，捻．蜘a雛e、燦燦題3蜂・峰懸・

　上の25番と瞬様である。なお、「縫」だけでも「のろし」という意珠がある。

36．s恥，B．to　g蕊旗奪si癖．被輝，晃邦。⇒被撫見蟻。

　底本のほうの殊財は『漢語大字典選、ゼ天漢憩辮典溝などで確認できない。

これはおそらく一般的に綾羅されていない霜葉であろう。そのため・訂増版で

駿韓に修訂したものと患われる。

37．s彎曲，￥．重．t。憾幽岬塵鉄⇒直鉄
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　底本のほうの「鉄」には英語隆。君a鐘夢麺搬擁に騨わる意味がない。その

ため、訂増版で「嫉涯で入れ替え、訳語を「巌鉄3に修訂したものと患われる。

譲失］1こはピ藩馨れる」、「落ちる」などの意味がある。

38．W融，登．t艶醗麟ぎ照星k、遊遼⇒夜遼

　底本の訳語「遊遼」はただrぶらぶら見麹する」という意味で、英譲の

驚v雛塗創の意殊が抜けている。そのため、詐増版で「夜逡」に修訂したもの

と患われる。

鎗．Wo癒，v．t．毛O　WG癒1ro澄．鍛錬⇒鍛錬

　上の3§番と匿1様であるα

麓Ye衰r，．籔、a工臨農rye鍵，3騒6＆ys薄⇒陣

　底本の訳語「騨」には英語「a豊醗欝欝ar，3騒飴y趨に麗わる意鎌がない。

そのため、訂増版で華卒ゴ1こ修訂したものと患われる。醸鶴にはトー周年憾

の意殊がある。ちなみに隣卒聾と降卒涯が共にr濯い様子」という悪辣があ辱、

その点では講義藷である。

　　碁．子見鐵し1こ改訂が鍛えられているもの

　次のi～8番は訳語が鰐癒している子晃思しの英語に改蒜が灘えられている

ものである。しかし、いずれにおいても訳語の修訂と英語の修訂が聡達してい

ない。したがって、薩麟の環羅を除いて、英語のほうは単に礎示することに留

めておきたい。ここで嫁各項欝を葬見出し語、晶講、（底本〉子見出しの英認、

（訂増版）小見鎧し語の英語、底本の訳語⇒訂増蔽の訳語葺の形で擾示する。

i．　（底本の見鐡し言吾）Arも縫艶，（言下増版（Z）見慰し語）Arも駿もe，＆rも硬毛騒s．迎．

　（底本の子晃鐵し〉躍擁綴s．蕩権⇒傷権

　底本では一つの項目に鰻発鐵しが複数ある場合、それぞれの頭文字を大文字

にし、行を改めて並べる。この項では醸癒就総」の頭文字が小文字で綴られ

ており、子晃鐵しとなっている。しかし、訂増蔽ではr鍵雛撮s」の後に品詞

名蹟．」が付けられており、「ar雛鐵s」が親見鐵しの一部となっている（籔i
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井上哲次郎の籬下増英華字典雌1こ於導重る訳語の修訂についての考察（V）（金敬雄）

を参無されたい）。

　さて、訳語の修訂になるが、匿漢語大詞輿董には「揚霧」は載っているもの

の、「鶴権」は確認できない。ちなみに、置現代漢謡講典遜にも「楊梅雌しか載

っていない、したがって、慶本の訳語「陵晦藩を間違いとして擾い、本稿で取

りあげることに1したa

　図潅　　　　（底本〉　　　　　　　　　　　　　　（訂増版）

底繍鞍醜，雛梅」蝕君簿菰磁確醸・　盆雛亀鍼擁勧亀臓機橡繊鑑

2．Ce麟a，葺、嫁本の子晃鐵し鴻＆溢蚕油．傷増版の子晃鐵のaξ紬・継

S夢ecles・ぎ號g膿sa。a登も薮・脚ry錘重，憾e透re6漉藤s鉱縫帯⇒紅

　帯魚

　底本の訳藷「紅帯韮では英語の「｛is麺の意鞍が被けている。訂増版ではそ

れを補い、訳語を「紐帯魚」に修訂している。

3．C蓋畿t鍵，v．i、（底本の子見掛し）醸も。豊墨池＆s轡al沁w．（訂増版の子見鐵

　し）もoe嶽tt8r臨e＆s黙至蔓ow．藷⇒燕語

　底本の訳語「護」だけでは英語のrswal沁wjの意味が鼓けている。そのた

め、馨丁増版で訳語を「燕藷」蓬こ修訂したものと思われるσ

4．Ory，v．t．（底本の子見惑し）to，搬嶽琶s膿．（訂増版の子見産し）to嵐y

　搬犠εs膿聖．購⇒曝

　底本の訳譲「礁」は蓼漢語大字興遜、竪大湊穂辮典選のいずれにお》ても確認

できない。これはおそらく一般的に綾絹されていない書葉であろう。訂増版で

はそれを「曝」1こ修訂している。「瞬］には「かわかす」という愚昧があるG

5．激論e鍛魏，＆、（底本の子見鐵し）δ鏡。，鎚veg就役も給養、（訂増版の子晃濃

　し）overa擁擁3蕊，＆S　V蟹e籔tio益、婆蓼⇒萎萎

　匿漢語大字典遜、蓼漢語大詞典象ゼ大漢麹辮薬毒のいずれにおいてもゼ婆藝ほ

は確認できない。逆にゼ漢語大字樊籬のヂ藝」の項に「藝藝」が挙げられてお

　　　　　　　　　　　　　　　一玉？一
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り、それはr葉木が茂っている様子」だと記してある。したがって、訂増版の

訳語「藝藝」が英藷と意味上の繋癒を威している。底本の訳語「婆糞垂は一般

的に使聡されていないため、訂増版で「嚢i嚢」に修訂したものと思われる。

6．S蓋aδe，且．（底本の子晃鐵し）a　s擁6e魚r｝｛er　M　e鍵r雄琶e、（訂増版の

　子見聾し）a　s鎗幽艶r　Her麓＆賛sty｝S　C＆rr簸ge．癒餐⇒鞍蓼

　置漢語大詞典遺にヂ嶽餐」が収録されておむ、それはド皇后、妃、皇女が乗

る車」のことだ記してある。しかし、底本の訳議「職蓼雛は確認できない。訂

増版で鰍劉を瞭簸のミスだと半慰し、修訂を施したものと思われる。

？．S量盈，簸．（底本の子晃鐵し）？s｝航玉i6童tね．七里⇒七里蘇

　底本では訳語が対応している子見鐡しの英藷が「℃ぎ就H虚雛。」となって

いる。親見鵡し「S量数輩の項の全体の様絹から見れば、ここの羅溢。」は

「誰邉を指しているものと思われる．しかし、底本の訳語「七里藩では「si激」

の部分が抜けており、瞬らかに不適窮である。そのため、訂増蔽で「綜涯を補

い、訳語を「七里綿3に修訂したものと思われる。なお、この項では底本にあ

る子見毒しの英語の多くが訂増蔽で麟除されている（籔2を参黙されたい）。

そのため、この項には訂増版の子晃鐡しの英語がない。

　
　
鐡

　　　　　　（訂増版〉

鰍，㌦翫輪簸，鎌，魚鋤継辮幽ま
縁；臨地ε魏麟駕灘姦商磯鵬蝉短聯
幽，癬瞭緻鋤織伽紳翻嫉伽臨獅饗
年簸，縁．鐵：一驚董，難雄，縫蜜熱激讐縁談

蓬筋鱗茎翫2，九江総濠糠趣繧纏轟拳
　縁；饗謡，罎灘，働輪総名量趣伽嬉戯

懺悔㈱，趨，轡莞，繕熱全葱綾庄戯症：
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搾上哲次躯の『訂増英華手輿遜に於ける訳語の修認についての考察（V）（金敬雄〉

8．Y，（底本の子晃出し）Y　l錫鑓，（訂増版の子見鐵し）Y，i講．（底本の訳

　言吾〉五至…f⇒（ぎr増版の訳藷）壼’五十

　底本の訳語ヂ五百」が窮らかに闘違いである。訂増版でそれを薪百五十」に

修暮了している。

　ところが、耳百五十」という表現が、霧本誌としては開題ないが、中麗語の

表愛としては若干不§然な形となっている。中蜜語では、物を数える際、普選

吾の灘こ数字を付けるので、重縫にはε…吾五十」とするべきである。ただし、

「喜五十」が中醒語としても一応意秣が遍ビるし、底本の訳語「五琶」と銘較

すれば大きな鬱憂となるので、この項を訳語の訂蔑項羅として鍛い、本稿で取

り上げることにした。この項を馨本藷の干渉による纒として注馨すべきである。

　上で見てきた訳認の修訂項目全体がA～Zの藻における分帯状溌は次の通り

である。

A至3iciP司欝i絹茎1鰭i絹費1s碁lv　wlYl合計

18i8降i国魂25逢授護短i護267

三、「霞韮から「段」への修訂

　匿漢藷大字典璽によれば、「霞」には「倦むる」の意殊、「蕾字3としての嗣

法の外に、「鍛」、「遽」の意味にも還ごて綾羅されると記してある。それに端

して、「段」には秤金槌で打つ」、「燐藪」、「ランクの名称」、「苗字」などの意

味と購法以外に、数量講として綾羅される鰹、「薦などの一切れ上「一定の駆

離、暗闘」、「事物の一部分」などの意秣がある。底本では、「段」を使講ずる

べきところに「覆」をしているものがあり、その類のものが全巻を通して9項

確認できた。その内、i項は訂増版でそのまま織承しているが畿、次の8墳で

は毒増版で全謡「段」で入れ替えている。

i．A，a葬e艶。£gro載綴．一石地⇒…後地
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　「霞韮には英議「a碑ce」に関わる意殊がない。そのため訂増版で「事物

の一認分葺という意練のある「段基で入れ替え、訳語を「一段地］に修訂した

ものと、馨、われるα

2．　C艶v｛｝ぎ，a．蓋e塾vεry　c艶ve夢．好手霞駿⇒　好手段曝

　野霞葺の意練から見て、「手段ゴという表現はあ鞍褥ない。しかし、「手段葺

にはε方法、欝置藩の外に、また褻才能、能力、技巧3などの意殊もあ鯵、英

語「c茎ever」と意味上の繋感を成している。そのため、諺増版で訳語を「好手

段駿」に修訂したものと、患われる。

3．Cra琵，簸、躍t．手段拶手段

　「手段珪と「手段」の意殊は、上の2番で運べた逓むで、訂増版の訳語「手

段」のほうが英藷「継t雄と意辣上の蝿慈を成している。

4．蟻ost，＆．鍵a6v．恥r康e膿ost　part．大震⇒大綬

　底本のほうの「霞韮には英護「蜜鍵康e盤os乞夢鍵t並に麗わる意秣がない。

騨ち、「大股雄は英藷と意秣上の繋縛を成して疑ない。そのため、訂増版でそ

れをヂ大股」に修訂したものと患われる、野漢讃大講典曇によれば、ヂ大段」に

は「大駆分、主要な韮などの意味がある。したがって、誤認「大股」が英語

「蓄蟹も短搬Gst韓r擁と意殊上の雄癒を成している。

5．Pi硫，簸、（底本の子見議し）a，oぞgro職4．（訂増版の子見惑し）＆露礁。乏

　蟹。膿娃．一霞地⇒一段地

　上のi番と購様で、紅霞」には英認「aβ璽蕊。£gro臓撰に関わる意味がな

い。そのため、訂塔版で「事鞠の一部分雌という愚妹のある「段重で入れ替え、

訳語を「一段地葺に修訂したものと懇、われる。

6．S重鼓琴，V．量．・rt．t・曲gas・簸9鷹一段歌⇒曝一毅歌

　これは上の圭、5番と瞬様で、「段」には英語「to　s譲g　a　so簸g墜に纏わる

愚昧がない。それに籍して、「段」にはε事魎の一部分」という意駿があり、

「唱一段歌3が「歌を少し歌う」という意蘇にな鯵、英語「to　s麺ぎa　SG登g」

と意味上の対臨を成している。
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7．？ri改，貰、S墨馨i離t．手段⇒手段

　「手霞」と「手段］の意辣は、上の2番で述べた通むで、訂増版の誤認「手

段］のほうが英語「s嶽g醜」と悪辣上の難癖を成している。

8．τr童ck，R．to麟寂ce　tr量改s、弄手段⇒弄手段

　「手段雄と「手段涯の意味は、上の2番で述べた遜鯵で、訂増版の訳認r弄

手段」のほうが英語騒。錘＆cεもri盈s3と意蘇上の蝿癒を成している。

　上の8項に興して、それらの底本の葉分を見ると、跳京密話の発音表記のと

ころで「霞まに麟癒しているのが巨w蝕」となってお吟、実鰹は「霞」では

なく、「段」であるはずだったことが窺える。これはおそらく暮ブシャイドの

ζ英華字典磨を製版する過程で簿らかの理由で起こった誤纏によるものあろう。

　なお、「段」から「段並毒こ修訂された8項がA～Zの1纂における分辮状況は

次の還鯵である。

いl　c・M費s　T金離
i　l2　i　i　i　218

四、r陳」からr陣葺への修訂

　紅藻」と「陣」は共に「陣立て」という意蘇があ鯵、その点では経義藷であ

る。ところが、「陣3には、またr一定の鋳閉の経過涯を表す場合がある。そ

れに対して「陳」のほうは「古も絃という意鎌はあるものの、それが彩一定の

鋳懸の経過3を表すものだとは蓄えない。

　底本では、ヂー定の時懸の経遍涯を表すのに「陳］を痩馬しているものがあ

り、訂増版でそれらを全翻「簿ヨに修訂している。この類の修訂が全巻を通し

て、次の5項が確認できた。

i．凝騰e灘蜘，a由、毎陳時⇒毎陣蒔

2．M・魏晦ry，a、一鍵翻⇒一陣嚇重
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3．　Mo盤ε簸t，簸．evεry搬G獄e簸t．毎鼕鼕，　毎1簾羅寺。　⇒毎陣，　毎陣幕寺。

4．　MG灘ε盤t哀ry，＆．a騰0難e茎誌ary客懸盤£e．彗第一暮秦　⇒　彗第一餐牽

5．簸。鵜ε鵬，登．（底本の子見鎧し〉＆，oξも量鎗e．（訂増版の子晃毒し）翫

　盤。贈簸to£意識e．一陣，瞳時。⇒一陣，瞳時。

　なお、「騨立て」という悪辣での使薦なのに、底本の「陳」を訂増版で紅藻」で

入れ替えたものが全巻を通して2項確認できた。それらに麗しては櫨稿（2鵜§

b〉を参熱されたい。

五、「据」からr概重への修訂

　置漢語大字輿違によれば、「擁羅には「飛び抜けているもの」の意陳と「蝶擁

の意秣があると記しておむ、「縷」に絶しては「樸葺の異体字であると記して

ある。端癒している英語の意味から見て、談議に「翻を綻絹するべきところ

に底本で「擬3を使離したものがあ鞍、この類のものが全巻を通して9項磯認

できた。その内、正項は訂増版でそのまま継承しているが／§｝、次の8項は訂増

版で全編縮葺で入れ替えている。

エ．W晦e，v、t、掘，擁｛主。⇒縷．騨主。

2．Weδgeδ，即．擬了⇒撚了

3．　We｛董9童灘琴，∫｝茎｝r．擬　：⇒　擁1

4．We6琶e，v、も、もowe蓬＆εe懸．露華⇒糖平

5、W麟客e，v．t．もow磁98叩．擁鉦⇒撚置

6．　W琶6ge，v、t、w（雌εe　量t．擁｝｛主嚢…三⇒　誓書｛主｛蓑

7．　We透琶e，撃．も．weδge重もも玉9『｝聖篭、据穰嚢蔓　⇒　　擁1穗｛蓑

8．We虚ge，v．も．奮。脚晦e曲t＆漉．擬橿聯⇒橋擾灘
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井．と癒次露の罫訂増英華字典雲に於捗る談議の修訂についての考察（V）（金敬雄〉

六、ゼ棒」から「梓」への修訂

　ゼ大湊秘欝典訟罫漢語大字輿盤によれば、「棒］は新木の名」である。また、

「梓」には「ほぞ」、「木が朽ちる」などの意練がある。訳語が対癒している英

藷の意蘇から見て、「埣」を使賭するべきところに底本で「棒」を綾羅してい

るものが23項あった。訂増版ではそれらを全部「埣」に修訂している。本稿で

は、それらの鐵麺を対応している英語だけで提示しておきたい。なお、訳語が

端癒している英語の特徴から「見繕し藷が共通しているもの玉ヂ子見悲しが共

通しているもの涯、「子見繕しに改訂が換えられているもの涯に分類することに

した。

　亙　晃鐵し語が共通しているもの

i．　Be至＆y宝簸9一玉｝i簸，資．

2．Co略1塗暮瞬登，嚢．

3、　P玉sto雛，登．

4．Pis乞。盤一ro鐘，嚢．

5．R＆も綴，簸．

6、RIR9－bo璽t，難．

7、To麗e豊，捻、

8．　U簸菱x｝玉t，v．t、

9、髄1段tc嚢，v、童．

　葺　子晃鐵しが共通しているもの

i．　80至も，rL　段sもrG簸客cyli登（玉r量e＆翌茎庭簸　o£量ro簸．

2．Bo至t，マ．t．to盤s鎗簸w油a海磁．

3．Bo夏teδ，帥、or寂．膿認e婁ast騨i撫＆醸も．

　　　　　　　　　　　　　　　一23一



行政社会譲葉　第捻拳　第4号

4
5
6
7
8
9
鰺
鍍
鴛
捻

Bo至t盗9，翼｝r．毎sもe盛登琶脚it薮a董｝o重t．

Cat磁，簸．＆簸oo藪，農cat薇．

露盤も。沁s，登、a海sto簸．

難s総簸，v．t．to　f＆ste盤wi嶽＆弩。墨乞．

恥ste簸，￥、t．蝕8織1tw磁，aSW油aも0至も，盤OO藪or至我紬、

P銭費耳），取、t盤e茎｝沁琶。£＆碧騒磁茎｝．

Sc戯，簸．旗奪s綴奎沁沁or錘vot、

S嚢oot，写．t．も。誌oot＆も。豊も．

S薮蕊乞er，資．s難膿¢r騒ts．

恥。難，費re夢、蹄。登癒ε賊ck

　盤．子晃鐵しに改訂が簾えられているもの

工．距ste蚕糞響，即r．礎盤．（底本の子見鐡し〉蛋もto＆も。醜．（訂増額の子見識

　し〉£＆sも鍵盤盤g　aも。麓．

　なお、これら降零ゴから「埣」に経読「された項§がA～Zの部における分薦

状況は次の遜りである。

i8 C 盆　Fi碧　衰
s… 嚥ｴ台訓

…5 2 i13　312
3 　　　｝奄Ri231

七、「籏」から「簸」への修訂

　底本では、賠雛型と「B＆総e虜の見越しの項において、訳語に「籠涯を

綾絹している。しかし、「簸」は謬漢語大宰輿遺、蓼漢藷大調薬ゑ慶大漢強辯輿違

のいずれにおいても確認できない。これ慧おそらく一般的に使屠されていない

言葉であろう。訂増版でそれらを全認「簸」に修訂している。「簸3には「も

のを縛るのに使離する環」という意味がある。次はそれらの鐵越である。

　　　　　　　　　　　　　　　一2逢一



井上哲次藻の罫訂増英華字嚢遜に於1重る談議の鰺毒についての考察（V）（金敬雄）

iB麟，登、（底本の子貼し海盤認・施a紐（言1増版の子見臨海窒a騨

老嬢簸6．簸⇒簸

2　8餓透，貸．a霧G羅捻鐙6碁餓δ．金筋⇒金筋

3　B蹴4，簸、鐡i欝搬紘磁．鐵簸⇒鐵簸

4Ba蕪，v．t．t・搬虚・言e撫8r．多薩⇒打簸

5B麟磁，聾．。r簸．碁・麟wi癒a臨4趨蕊腿纏・⇒簸愚腿

　憲

八、r麗からr艇」への修訂

　「縫ゴは置漢語大字典選、ζ漢語大詞典誰、ゼ大渡秘欝典遺のいずれにおいても

確認できない。これはおそらく一般的に使購されていない巻葉であろう。しか

し、底本では、「麗」を綾羅するべきところに「齪」を健題しているものがあ

り、訂増蔽でそれらを全謬「麗」に修訂している。この類のものが全巻を通し

て27項確認できたが、それらが項§によっては、「麗」一字で訳語になってい

る場合硫雛、またr耀力頼語蠣成要素となっている場合簸る・本穂

では、その違いによる分類はせず、それらの申越を一落して英議だけで提示し

ておきたい。なお、訳藷が嬉癒している英語の特籔から「箆鐵し語が共通して

いるもの」、「見当し語に改訂が瀦えられているもの玉「子晃墨しが共通してい

るもの3、「子見産しに改訂が綴えられているものゴに分類することにした。

　1　晃思し語が共通しているもの

i．Ra蓑e｛童，茎｝茎）．

2．Scr3翻e，v、圭．

3．　Scra雛乏漣e罫，且、

4．　Scr＆tc鼓er，　R．

5．Scr3tc盤錯蓼，∫｝誓｝凱

一2§一



行政蛙会読集第捻拳第蓬号

§．s囎w豊，亨．量．

7．雛r盆磁，a．

　嚢　晃鐵し藷に改訂が換えられているもの

i　毒底本の見鍵し語）Re費盤錯s，（雲丁重露蔽の舞毛鐵し藷）R舞｝t韮ε，簸、

i
2
3
4
5
6
7
8
9

台
豊
a
＆
竈
5
＆
乳

i
至
i
i
i
i
i
i

璽．子発饑しが共通しているもの

　　距総，亨．t、tG9細君r嘘撫＆ra嚢e．

　　R畿，v．も．to融eo灘．

　　艮蜘，v、亀．もor＆k＄toぎe竜瞼．

　　盈欲e，マ．も．ω9識er妙幅le麗e．

　　只蜘ηぎ聾r．or＆．scr＆蜘ε．

　　R＆脚餓，段．ar簸登a魏巖Grs¢、

　　蝕脚餓t，＆．農r蹴韓魏至醜、

　　Scra漉豊e，v．量．もoscra灘漉、

　Scr農憩を｝豊9，翠．tも。登壷ove　or　c鼓欝むby　se重盛簸gr　O董辱ecもs　w童t難t難e鼓3簸6，a盤《墨

齢厩嚢琴撫曲。むξorw蟹4．

Scr雛漉，v．i．もoscra紬亙e鞠arock．

　Scr段皺壁｝墾盤9，欝｝r．c銭灘董）董盤募．

S£r＆麟，鞭．sαa麟乞09紬er、

S繊t薇，寵七〇sα飽鼓a短tc媛盤騨豊acε．

　Scr我tc韮，v陶．to　scratc塾　資茎〉，as　t鉄eぎrG紙捻6．

Scraも嶺，v．も、七〇sc蹴戯＆鼓。沁．

Str漉，簸．職εst癒eo｛漉．

Sw寂灘，撃．i．もocl圭曲，段s＆tr麗．

一26一



井上哲次郎の罫訂増英華手輿謹に於ける訳語の鯵隷こついての考察（V）（金敬雄）

　聾．子箆墨しに改訂が換えられているもの

i．Ra灘緯醜，a、（底本の子見癒し）t麺夢く｝s雛re　Oぞ。玉擁碁離縁（訂増蔽の子

　見出し）玉簸t難e茎）ost嚢reGξC難難と建盗琶・

2．Scr威磁磁，麹．（底本の子見出し）δ1tto蠣撫撫e　R＆i墨s鍵t滋。簸s．（訂

　増版の子見鐵し）sc臓t嶺魔幅出t娩簸謡S醒ね沁簸s・

なお、鷹」か募縄に嚇された戴がA～Zの講論ける分翻案灘ま

次の遜りである。

R　l　s　i引合訓

鐙li？、i　27

九、r手鑓からr擁」への修訂

　懸鑓はζ漢藷大字麟、ゼ漢語大詞典3、疹大漢秘鍵輿澄の》ずれにおいても

縫認できない。これはおそらく一般的に綾羅されていない言葉であろう。しか

し、底本では、「擁珪を使題するべきところに「擁雄を笈耀しているものがあ

る、訂増版でそれらを全藻「擁まに修訂している。この類のものが全巻を通し

て9項確認できた。本稿では、それらの墨越を端籍している英語だけで提示し

ておきたい。なお、訳藷が対’癒している英藷の特罎から「見当し語が共題して

いるもの3、「子覧申しが共選しているもの雌、「子見鐵しに改訂が換えられてい

るもの」に分類することにした。

　至　見畠し藷が共還しているもの

i．Scrat嶺，v．t．

2．　Scratc姦8s声簸．

3．　s£ratc銭i盤9，至）夢凱

一27～



行政擾会譲葉第欝拳第4畢

　昼．子寛鐵しが共通しているもの

LSc盤t磯，V．むもOscrat磁to登iεces、

2、Scr段t磁，V、も．もoscra纏G寵sfac琶，七〇璽OS鱒簸ざse蓋ar呂C鞭、

3．Sorat磁e縫，麹．a　sα就改磁毎£¢．

4、　S竜r童艶，難．t蓋e　stri琵（）ξ重宝ぞe．

　蟹．子晃虚しに改訂が換えられているもの

L　Scrat磁eδ，鱒．（底本の子見治し）6iもto瞬犠癒e盤i童s　or籔至。総、（訂

　塔版の子見鐡し）scra紬寵w簸施e漉墨SGr霞。賂．

2．？ake，v．L（底本の子見鐵し）6量tto瞬搬。総総綴、（訂塔緩の子見越し）

　tot曲e瞬癒。盤ε蓋鍛経．

　この藻分の「九・亙・3」、「九・璽・4」、「九・璽・1」の3項は、上の

「八」で騒遇から「腱」への修訂項目として一度取り上げている。ここでは

「撮諜から「掩」への修訂で再度皺む上げることになった。

　なお、謄窯」から謄窟」に修訂された項欝がA～Zの書翰こおける分書舞犬溌は

次の遜りである。

十、終わ》に

　上では井上哲次躯のゼ訂増英華字典釜における訳語の訂歪について考察して

きた。言い換えれば、賞ブシャイドの匿英華字典2における訳語のミスに関す

る一考察にもなる。この考察を通して、本稿で取融上げた項欝に眼ってみれば、

欝ブシ争イドの膜華字典卸こ隷ナる譲語のミスには次のような特籔があるこ

とが分かった。

一・ Q8一



井鱈次蜘r譏笑鱒典鮮於騒譲語の瞬について鰭察（V）（金紫〉

／董1藷が対鼠ている英語臆秣切舞があるか・款臆蹴鰯慈を

　成していないもの（？§項〉

　　「二・董・aj：i、2、4、6、7、8、9、銭、鎗、鰺、縫、婚番

　　「二・い碁郵i番
　　に．恥a」：2、3、6、7、鰺、ii、i3・i逢・i7・i8・2i・22・23・

　　　　　　　　　　26、欝、3i、32、33、37、鵜番

　　　に櫃・舅16、8番

　　　「三主8項

　　　睡蓮：5項

　　　「五3：8環

　　　「六郵23項

　こ碗、に中a・2購聴栃粥涯への嚇を言う・款・「ひ
登・a・2碁は「枯樹」からゼ枯樹婆への修訂を言う。

（2麟語款1嶽譲硬覆れ然・る諜が畷的鞭腰れてい嫌と馳

　れるものがあること（6§項）

　　　江・至・蝕2、鎗、i6、i7、i8番

　　　「二．1　．＆」：8、箆、蔦、懇、欝、2気2虫25・28・2駄3臥3§番

　　　「．二・B・も」：4、5番

　　　「七盛5項

　　　「八涯27項

　　　「九雄9項

　　この内の多くはβブシャイドの『英華字典藍で独自に作った文字であると思

　われるな

　　「二・亙・3・2輩と「二・葺・a・2舞は上の特後輪でも皺む上げている

が、ここでは、それぞれ、r魏か募擁への修証翻から「欄への

　修訂を言う。

　麟　蝿癒する英語の一部分の意味が訳語から抜けているもの（9項）

　　　　　　　　　　　　　　　　　一2§一



行政縫．会論集　第鴛巻　第塁号

　　　に・嚢・a」：4、5、§、騰、34、38悉

　　r二・卜瞬二2、3、7番
韓）テンスにふさわしくないもの（i項〉

　　「二、・至・a」15番

　牽稿で取替あげた項羅で1ま、i項しか確認できなかったが、これは文法機能

を重複している侮として注震すべきものである．

嬢　訳語が重複しているもの（1項）

　　欝二・葺・aj：i番

　この類のものは外にもあり、畿鶏欝9％と臆毒毒もでも一薬取む上げている。

1§1訳語に誤字を使濡していること（2項）

　　r．二・豆・3」：3巷、39番

　この2項は辞書で誤字であることが確認できたのに対して、特鍛／21のほうに

挙げた項§の多くはロブシャイドのζ英華字典藷の独自牲を持っているので、

震々に分類することにした。

鱗　醗有名講の闘違い（2項〉

　　r二q略」二3番
　　「二・登・も」：工番

麟　一翻の訳読は製版する鰹、題違ったと患われるものがあること（鴻項）

　　1＿・至・段」：6、　7、慧蛋

　　「二・豆・司：2、3、6、鰺、2i、駁、37番

　　「三」8項

　ここに挙げた鰺項は全部訳語の中の一文字が入れ替えられたものだが、いず

れにおいても・底本に記してある訳語の発音表記を躄ると、むしろ訂増版の漢

字に掃落している。露ち、賞ブシャイドの蓼英華字典遜の執筆過穫では正しい

訳語になっていたものが、製糖する擦、何らかの鍵由で誤纏となった可能性が

大きい。ちなみに、これら蕊誤の漢字同士がどれも字体が顛継している。また、

「二・慶・a媛4」では訳語は「頭嚢一文字であるが、発音表記は2文字分あっ

　　　　　　　　　　　　　　一3§一



井鷹灘弼隠糠華字典鮮細る羅磯講嘘て鰭察（め（金敬雄）

た。「二・猛・b・7」では訳語が「七里」二文字であるが、発音表記は3文

字分あった．この瀕も製版邊程でのミスであると患わ輪・

　上では、さまざまな鶏度から痘ブシャイドの謬英華字典蓋における訳語のミ

スについてその特騒をまとめてみたが、購む項磐が複数の特籔で取鯵上げられ

ているケ弘もある．したがって、ここに挙げた簾数を舗す櫨・本稿で

取善上げた訳語の修訂項醤の数より若干多くなるので、そのことをここに籔っ

ておきたい○

　一方、井上哲次郎の『訂増英華字典壌における訳語の欝増の特織として、次

のものが書套轟忍できた。

　．訳語の締を行っている項撚で底本のミス蜆落とした⑩があること

　　　「二・豆・＆」の2、葺番

　・訳語の修譲こおける8本語の干渉があること

　　　r二・登噂婆の8番

　また、底本の訳藷と訂増蔽で修訂されたものを比較してみると、多くのもの

は字勧懲肌て輔助炊きな特歓ある．上磯齢のほとんど1ま字体が

類鱗ている外、本稿で馳赫た紛卿で・字働噸｛鋤ている紛がさ

ら1こ下言諺の遜りある。

　　　「二・工・a」二3、護、6、7、舞、錘・麺番

　　　「二・　亙　・b　j　l1悉

　　　r二畷・a」二2、3、6、7、欝、ii、i3、鰺・26・3§・3i・32・33・

　　　　　　　　　　3？、39、4§番

　　　「．二・羅‘t〉」：i、　6番

　　　「三郎8項

　　　「醤あ毒項

　　　「五」18項

　　　「プく」：23項

　　騨ち、本稿で皺む上げた項§金棒において、底本の訳語と毒増版で修訂され

　　　　　　　　　　　　　　　　　一議一



鴛致社会譲葉　第欝巻　第違号

た訳語との縷で、字捧の類鍛姓を持っているものが馨§項にのほ吻、全体の総．7

％になる。

　なお、本稿で籔つた訳語の修譲項縫全体がA～Zの藻における分帯状溌は次

の遍むである。

細。・瞬間糊1匿…詑1415ii↓鴛2　　　キ　　き

ST嘩v…剛Yi合計
　　　i　　　　　　　i

g　li§髄透海5副4旨　　　［ …
i i欝

淫

鱗　発上哲次露の匿訂堰英華字典遜は総懸隼§月2§8ゆまに書房から鐡蔽されて

　いる複亥彗本を｛爽駕した。

121本稿では欝5隼佐灘犠・成澤勝共纏のCD我0雑復亥綴瞬ブシヤイド膜
　華字興産（アど箏ティ株式全盤）を使稽した。

麟　財羅法人　諺本私学教蕎瞬発新ゼ瞬治擁簸における東京数学会栓の談護会の

　記事雲平銭聾隼3月25欝　即．磐～襲を参照

韓　上　麹．9§～鰐を参照

151底本では窺晃鐵し懇沁εkjの項に訳語薪柴霞」がある。ここでも「段」を旋

　羅するべきところに「霞」を旋耀しているが、訂塔飯でそれをそのまま継承し

　ている。こ為はおそらく訂増する鰹、見落としたものであろう。

鰻　底本で1ま親見織し「W寵齢一曲鱒磁」の項萎こ訳語薪鋸形」がある。ここでも

　「搦」を縫駕するべきところに「掘」を使零しているが、訂増蔽でそれをそのま

　ま継承している。これもおそらく訂増する際、見落としたものであろう。
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